
はじめに

～世界最高水準の空港を目指して～

　2019年6月25日に成田国際空港株式会社の代表取締役社長に就任いたしました田村明比古です。どうぞよろしくお
願いいたします。
　成田空港は、開港以来40年余りにわたって、我が国の表玄関として機能し続けてきました。本年6月7日には、航空機
発着回数累計600万回を達成しましたが、この600万回達成はアジア方面を主とした新規就航や増便により、前回の
400万回から500万回達成までの期間よりも8か月以上早い、約4年間での達成となりました。さらに11月には開港から
の累計航空旅客数が11億人を突破しました。また2019年冬期スケジュール期初時点において、成田空港は海外118
都市、国内22都市の140都市と結ばれ、豊富なネットワークによりアジアの拠点空港としての役割を担っております。

　日本の周囲を見渡せば、近隣アジアの諸空港では空港機能の拡張計画が進展しており、今後、アジアを中心とする世
界の航空需要の高まりと同時に、路線獲得競争がますます激しくなっていくと考えられます。成田空港が今後グローバ
ルな空港間競争の中で勝ち残り、引き続き我が国の表玄関として発展していくためには、ハード、ソフト両面において着
実かつ積極的に設備投資を伴うさまざまな取り組みを行っていく必要があると考えています。

　最優先の課題は、更なる機能強化の推進です。これは、我が国及び首都圏の国際競争力強化、観光立国の実現に向
けて、成田空港が期待される役割を果たしていくために必要不可欠なものです。昨年3月、「成田空港に関する四者協議
会」において成田空港の更なる機能強化が合意され、また、本年10月27日からは発着時間を1時間延長した運用を始め
ることができました。これも、成田空港に携わる全ての関係者のご尽力の賜物と、深く感謝申し上げます。空港の運用に
並行して重要な課題の一つであるアクセスについては、今後も早朝、夜間帯の利便性向上のために関係者と知恵を出し
合いながら取り組んで参ります。
　さらに、11月7日には、2028年度末までに滑走路Cの新設、滑走路Bの延伸等を実施するため、国土交通省に対し航
空法に基づく空港等の変更許可申請等を行いました。今後も、これまでの成田空港の歴史の中で醸成されてきた周辺
自治体や地域の皆さまをはじめとした関係者の方 と々の信頼関係を更に深め、空港と地域の共生・共栄策を進めなが
ら、地権者の皆さまに丁寧に説明するなど、更なる機能強化の推進に向け最大限努力していく所存です。

　また、空港の運営にあたっては、「安全」がすべての基本であることは言うまでもありません。本年は即位の礼、ラグビー
ワールドカップなどの国家的イベントがありましたが、来年には東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会等が控
えており、何よりも空港の安全、安定運用が高いレベルで求められることを改めて肝に銘じ、自然災害のみならずサイ
バーテロなどに対する危機管理も含め、空港全体で安全意識の共有と対策の徹底を図って参ります。
　しかし、更なる機能強化や、安全対策の充実は、世界の空港間競争に参加するための必要最低限の条件に過ぎませ
ん。競争は、その空港が旅客や航空会社など多様なお客さまに対して、どれだけ質の高いサービス、体験、価値を提供で
きるかをめぐって行われています。今後はマーケティング活動を通じて、何が必要か、何をすべきかをしっかり検討し、お
客さまに世界最高水準の旅客体験価値を提供し、選ばれ、愛される空港になるために、デジタル化や最先端技術の活用
により、スマートオペレーション、スマートエアポートの実現を目指して参ります。

　今後も周辺地域、航空会社など関係者の皆さまとも引き続き連携・協力しながら、成田空港を更に進化させ、我が国
の経済や社会の発展に貢献すべく積極的に取り組んで参りますので、皆さま方のより一層のご理解とご協力を賜ります
ようお願い申し上げます。
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